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            国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

＊焼失したと思われていた戦前のブラッシャー天体写真儀の乾板の整理 

国立天文台天文情報センター・アーカイブ室では国立天文台の旧図書庫（昭和 5年(1930

年)建設）の１階に保管されている古い天体写真乾板等の整理を進めている。この旧図書庫

にあった天体写真乾板の第一報はアーカイブ室新聞第 531号に「1905年～1907年の天体写

真乾板を発見」という記事を書いた。これらの天体写真乾板はブラッシャー天体写真儀に

よって麻布時代に撮影されたものであった。昭和 20年 2月 8日未明の本館の火災で焼失し

たと思われていた天体写真乾板である。その後、旧図書庫に保管されていた古い天体写真

乾板を調べたところ、1899年 3月から 1917年 2月に渡って麻布の東京天文台のブラッシャ

ー天体写真儀で撮影された 442枚の天体写真乾板が発見された。 

この作業の一環の中から 1900 年 3 月 6 日、9 日に撮影された日本人最初の小惑星検出の

写真乾板が出てくるという大きな発見があった（アーカイブ室新聞第 565 号（2012 年 3 月

16 日）「100 年以上前の天体写真乾板発見－その１－（日本人最初の小惑星検出乾板の発

見）、アーカイブ室新聞第 581 号（2012 年 4 月 18 日）「小惑星「TOKIO」、「NIPPONIA」

の 3点目の乾板（1900年 3月 20 日撮影）発見」）。また 100年以上前の天体写真であるこ

とから固有運動の大きな天体の移動を捕えることができるのではないかということで、固

有運動の大きな 61Cygの移動を追跡したところ 150年間にわたるその移動を追跡できた（ア

ーカイブ室新聞第 567 号（2012 年 3月 16日）「100年以上前の写真乾板発見－その２－（固

有運動の大きい 61Cyg の 150 年間の動き）」）。これらブラッシャー天体写真儀による天

体写真乾板の整理はアーカイブ室の佐々木君が進めており、6つ切り乾板 442枚のリストの

製作、スキャナーによるデジタルデータとしての取り込みがほぼ終わった。次の作業はこ

のデータの発表と公開である。まずはアーカイブ室新聞にその乾板のリストとサムネイル

を発表しておきたい。この作業に使ったスキャナーはエプソンの GT-X970 という機種であ

る。まずは、これらの乾板のリストである。 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 以上が 442 枚の天体写真乾板のリストである。全てが揃っていないが焼失したと思われ

ていた 100 年以上前の天体写真乾板が発見されたことで、当時の写真乾板の感度が悪かっ

たとはいえ、東京府麻布の空が数時間の露出に堪えるほど暗かったことが分かったのであ

る。 

このリストの最終番号は 940 番である。発見された乾板は 442 枚であるから、麻布時代



の 1917 年 2月までに撮影された天体写真乾板の半分も発見されていないことになる。 

 また、三鷹に天体写真儀室が完成したのは大正 13年（1924年）であるから、ブラッシャ

ー天体写真儀が三鷹に移設されたのはそれ以後である。もっとも大正 12 年(1923 年)9 月 1

日には、関東大震災があり、麻布での観測はできなかったであろうが、このリストの最終

撮影年月日から 6年近い写真乾板が所在不明ということになる。 

 ということは、今回大量に発見された 441 枚は、東京天文台の麻布時代のブラッシャー

天体写真儀による天体写真乾板の一部ということになる。旧図書庫の天体写真乾板の整理

は鋭意進めているが、今後も出てくる可能性はある。 

 心配されることは、研究者が興味ある乾板を自分の研究室に持ち込んでいて、昭和 20年

（1945 年）2月 8日の火災で失われていることである。 

 旧図書庫には、まだ万を超える乾板の所在が確認されており、それらの整理が待たれる。 

 

 次に、これらの天体写真のサムネイルを載せる（写真 1～写真 13）。 

 



 

      写真 1 No.13～No.59 （1899年 3月 5日～1899年 11月 23日） 

 番号では、No.59まであるが、ここには 35枚の乾板があり、24枚が所在不明ということ

になる。 

 

 

 



 

      写真 2 No.67～No.175 （1899 年 12月 25日～1902年 12月 23日） 

 このページでは、No.60からは始まるところが No.67からになっており、8枚が所在不明、

また最後が No.175であるから、番号では 109枚ある所が 35枚で、74枚が所在不明である。 

 

 

 



 

      写真 3 No.176～No.227 （1899 年 12月 24日～1903 年 11月 11日） 

 このページでは、No.176～No.227 で 51 枚あるべき所が 35 枚で 16 枚の所在が不明であ

る。 

 

 



 

      写真 4 No.228～No.291 （1902 年 11月 12日～1904 年 7月 13日） 

 このページでは、No.228～No.291 で 63 枚あるべき所が 35 枚で 28 枚の所在が不明であ

る。 

 

 

 



 

      写真 5 No.292～No.329 （1904年 7月 20日～1905年 1月 8日） 

 このページでは、No.292～No.329 で 37枚あるべき所が 35枚で 2枚の所在が不明である。 

 

 

 

 



 

      写真 6 No.331～No.370 （1905 年 1月 5日～1905年 11月 22日） 

 このページは、No.331 から始まっており、ここで 1 枚の欠損、No.331～No.370 で 40 枚

あるべき所が 35 枚で合わせて 41 枚の所在が不明である。 

 

 

 



 

      写真 7 No.371～No.425 （1905 年 1月 23日～1906 年 12月 7日） 

 このページでは、No.371～No.425 で 54 枚あるべき所が 35 枚で合わせて 19 枚の所在が

不明である。 

 

 

 



 

      写真 8 No.427～No.492 （1906 年 12月 10日～1908 年 3月 8日） 

 このページは、No.426から始まる所が、No.427になっており、1枚が欠損、また No.427

～No.492 で 66枚あるべき所が 35枚で合わせて 32枚の所在が不明である。 

 

 

 



 

      写真 9 No.493～No.539 （1908 年 3月 23日～1909 年 7月 19日） 

 このページで、No.493～No.539 で 47 枚あるべき所が 35 枚で合わせて 12 枚の所在が不

明である。 

 

 

 



 

      写真 10 No.542～No.591 （1909年 8月 7日～1911年 3月 3日） 

 このページは、No.542 から始まっており、この前 2 枚の欠損、No.542～No.591 で 50 枚

あるべき所が 35 枚で合わせて 17 枚の所在が不明である。 

 

 

 



 

      写真 11 No.592～No.660 （1911年 3月 4日～1912年 11月 10日） 

 このページでは、No.592～No.660 で 69 枚あるべき所が 35 枚で合わせて 34 枚の所在が

不明である。 

 

 

 



 

      写真 12 No.661～No.847 （1912年 12月 10日～1914年 12月 17日） 

 このページでは、No.661～No.847 で 187 枚あるべき所が 35 枚で 152 枚の所在が不明で

ある。 

 

 

 



 

      写真 13 No.884～No.940 （1915年 10月 9日～1917 年 1月 25日） 

 このページは、No.848 からは始まるべきところが、No.884 になっており 37 枚が欠損、

番号が分かっている No.884～No.940 枚 で 57 枚あるべき所が 6 枚で 51 枚の所在が不明で

ある。また、番号のない乾板が 27枚存在しているが、これらの中には撮影年月日が不明の

ものもある。今回の調査で 442枚の乾板の所在が確認された。 

 



 

これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


